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西東京市市民協働推進センター 1 

令和 5年度第 1回運営委員会会議録（確定稿） 2 

■開催日時：令和 5年 4月 17日(月)午後 7時 00分～8時 00分 3 

■開催場所：オンライン（Zoom）開催 4 

■出席委員：馬渕委員、森谷委員、久松委員、川村委員、山本委員、豊久委員、濱野委員<以上 7名> 5 

■事 務 局：樫出センター長、鈴木副センター長、小口福祉活動推進課長、塚澤地域福祉推進係主任 6 

 7 

○委員のご委嘱 8 

事務局より、西東京市市民協働推進センター運営委員会について説明があった。 9 

 10 

1.報 告 事 項  11 

1．事業報告について 12 

事務局より、3月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談に13 

ついて説明があった。 14 

 15 

2．4月以降の事業について 16 

事務局より、4月以降の実施事業について説明があった。 17 

委員長：3月の事業報告と 4月以降の実施事業について質問はあるか。 18 

委 員：主催事業について、運営委員が参加して手伝うことはあるのか。 19 

事務局：この後、事業計画などでも、説明があるが、ゆめこらぼが主催する事業を記載している。事20 

業計画に入っているものは企画から運営までをゆめこらぼで行っている。運営委員のみなさ21 

まにはアイデアや意見をいただく協力はお願いするが、直接現場でのお手伝いをお願いする22 

ことはない。 23 

 24 

3．令和 4年度報告書について 25 

事務局より、令和 4年度西東京市市民協働推進センター事業報告について説明があった。特26 

に質疑はなかった。 27 

 28 

4．今年度の事業および予算について 29 

事務局より、令和 5年度西東京市市民協働推進センター事業計画書・予算書について説明が30 

あった。 31 

委員長： サロン DEこらぼは目標値が 15回だが、予算が 1000円で大丈夫なのか。 32 

事務局：日常的な経費も活用し、実施していきたい。 33 

委員長：アイデアが重要になると思う。計画の中で決まってない企画案にはアイデアを出して欲し34 

い。 35 

委 員：予算だが、支出額の下 R5、R4、R3は令和で良いのか。令和 4年と令和 3年の数字は決算額36 

か。 37 

事務局：Rは令和の略、過去 2年分を記載している。比較の為、全て予算額を表記している。 38 
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委 員：予算だが、対前年度で異なっているところは重点を置いていこうとしているのか。例えば多1 

者協働のまちづくりは令和 3年度から令和 4年度に増加している考え方を教えて欲しい。ホ2 

ームページの部分も同じように令和 3年から令和 4年度にかけて増加しており令和 5年に少3 

し減少している。力を入れている為に予算を増やしているのか、考え方が知りたい。 4 

事務局：ホームページに関してはランニングコストの変化。多者協働のまちづくりは謝金を増額し5 

た。 6 

委 員：要するに予算が増えている事業にウエイトをおいて実施しようという考えではないと理解し7 

てよいか。 8 

事務局：物価の変化に伴う増加と理解いただきたい。 9 

委 員：団体紹介冊子や機関紙の発行なども予算が増加しているのは値上がりによるものか。 10 

事務局：印刷代の見積もりによる増額となっている。 11 

委 員：租税公課の部分だが、職員の人件費に入っているものか。 12 

事務局：租税公課は消費税を計上している。消費税については、社会福祉協議会が法人として納めて13 

おり、それを按分しているため予算総額の 10%とは異なっている。 14 

委 員：今回示された予算内訳は事業費であり、それ以外に人件費があり総合計となると理解してよ15 

いか。 16 

事務局：下欄の事業費合計の各事業などの内訳を記載しており、別に人件費がある。事業費と人件費17 

を合算したものが総事業費となる。 18 

 19 

事務局より、令和 5年度西東京市市民協働推進センター活動計画書について説明があった。 20 

委 員：活動計画書の表だが、情報収集提供事業において実態調査が斜線になっているが、あえて載21 

せている意味はあるのか。今年度は関与しないのであれば表に入れておく必要があるのか。 22 

事務局： 3年ごとには実施するため、そのまま記載している。確かに必要ではない。 23 

 24 

2．審 議 事 項 25 

1. 前回の会議録について 26 

委 員：前回欠席しており、インシデントの説明があったとあるが、内容を教えて欲しい。 27 

事務局：メール送信において、インシデントが発生したことを説明した。 28 

委員長：意見が無ければ確定稿とする。 29 

 30 

3．協 議 事 項 31 

1. 重点事業について 32 

事務局より、令和 5年度サロン DEこらぼ（案）について説明があった。 33 

委員長：アイデアや企画案があれば協力をお願いする。 34 

 35 

そ の 他  36 

 37 

1．次回運営委員会日程について 38 

日時：令和 5年 5月 15日（月）19時～20時 39 

会場：オンライン（Zoom） 40 


